
 

 

 

 

 

 

 

  ＸＲＤ極点図をＭＴＥＸで解析 

 

 

 

 

  ＸＲＤデータからＭＴＥＸでＯＤＦ計算する場合、半価幅が狭い場合 

ＥＢＳＤデータと同様に、ｆｗｈｍは２度が適当であるが、 

半価幅が広い場合、ｆｗｈｍ５度は適当である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０１月２３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 最近、ＥＢＳＤデータを扱っていたが、ＥＢＳＤデータのＯＤＦ解析では、一般的なパラメータでは 

異常に丸みを帯びたＯＤＦ図が描画される。 

  odf=calcDensity(ebsd(‘Aluminum’).orientations) 

  このパラメータでは、halfwidth=10degで計算される 

 ＥＢＳＤデータをＳＯＲフォーマットに変換するとＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ計算が出来る。 

 ＬａｂｏＴｅｘと同じようなＯＤＦ図を計算するには、 

  odf = calcDensity(ebsd('Aluminum').orientations,'halfwidth',2*degree) 

  とする。 

 同じようにＸＲＤ極点図からＯＤＦ計算する場合のパラメータを調べる。 

 方位半価幅を 5degと 15degを LaboTexで作成し調べてみる 

 

入力データ（半価幅５ｄｅｇ） 

  

 で ODF図を作成し、極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＭＴＥＸで計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘの結果 

 

 

ＭＴＥＸに入力する極点図 

 

 

 

 

 

 

 



目標とするＯＤＦ図（ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ図をＥＸｐｏｒｔし、ＣＴＲで表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸに読み込む 

 

 Odf=calcODF(pf)では fwhm=5deg 

Radially symmetric portion: 

     kernel: de la Vallee Poussin, halfwidth 5° 

     center: 4936 orientations, resolution: 5° 

     weight: 0.60142 

 

目標方位密度５４３に対し、８３である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 odf2=calcODF(pf,'halfwidth',2*degree) 

 Radially symmetric portion: 

     kernel: de la Vallee Poussin, halfwidth 2° 

     center: 4930 orientations, resolution: 5° 

     weight: 0.57223 

 

 

目標値に近い値が得られる。 

 ＥＢＳＤと同じ２＊ｄｅｇｒｅｅである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ(上段)、ＭＴＥＸで比較（下段） 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘと同一ＯＤＦ図はｆｗｈｍ＝２ｄｅｇｒｅｅで得られます。 



逆にＭＴＥＸのｆｗｈｍ＝５ｄｅｇの方位密度をＬａｂｏＴｅｘに結果から得るには 

 上段がＭＴＥＸ、下段がＬａｂｏＴｅｘの平滑化５（６） 

 

 

 

 

 

 



１／４対称 ＭＴＥＸ（上段）、ＬａｂｏＴｅｘ（下段） 

 

 



入力データ（半価幅１５ｄｅｇ） 

  

 

 最大方位密度は５３ 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸでパラメータ無しのＯＤＦ計算（５ｄｅｇで計算される） 

  

最大方位密度は４７で計算される。 

 

 

半価幅が広い XRDデータの場合、デフォルトのｆｗｈｍ＝５ｄｅｇは適当と考えられる。 


